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１２月号 

○自 学 ・自 立 

○思いやり・感謝 

○鍛 錬 

S H O 

K E I 

U 
小笠原結団式(12 月 12 日) 

「前を向いて歩きながら考える」―来年をさらによい年に― 

校長 辻 成一郎 

  先週、清水寺で、日本漢字能力検定協会によって発

表された今年の漢字は、「戦」でした。 

 北京オリンピックやサッカーワールドカップなど

の日本選手の素晴らしい戦いぶりも含まれているの

でしょうが、世界に衝撃と大きな影響を与えた、ロシ

アによるウクライナ侵攻を指していることは言うま

でもありません。 

  この侵攻は、オリンピック終了を待っていたかの

ように行われました。 

  ウクライナは、大きな被害を受けました。多くの国

民が命を落とし、国外に避難しました。ロシアの占領

地では、国外に移住させられた人もいます。様々な活

動が止まり、ロシアへ制裁が行われた影響で、食料不

足や物価高が起こり、多くの人々が苦しみ、その影響

は私たちにも及んでいます。 

 侵攻を始めたロシアに非があることは言うまでも

ありません。しかし、過去の歴史の中で、地域の紛争

を収めるためとか、良くないことをしている国に制

裁を加えるためと称して、アメリカやロシアなどの

国は、空爆をしたり、軍隊を送り込んだりしてきまし

た。正しい言い分があれば、武力を使ってもよいとい

う過去の出来事が、このウクライナ侵攻の背景にな

っています。 

 武力紛争や戦争が繰り返される中、その地域にお

もむき、そこで何が行われているかを取材して、私た

ちに届けようとしてくれている人たちがいます。 

 この報道ジャーナリストと呼ばれる人の一人に、

山本美香さんがいます。彼女は、松溪中学区にある中

央図書館近くの「ジャパンプレス」という通信社に属

するジャーナリストで、パートナーの佐藤和孝さん

と世界の紛争地域の取材をし、私たちに多くのこと

を教えてくれました。 

 彼女の取材の姿勢は、現地 

の人々に優しく寄り添うもの 

でした。残された様々な写真 

から、それが感じられます。 

初めて本格的な取材に向かっ 

た、雲仙普賢岳の噴火による 

被災地で、被災者と一緒に避 

難所生活をしながら、同じ目 

線で感じ考えたこと、被災者 

の求めるものなどを伝えたこ 

とから、それは始まりました。 

彼女が、命の危険のある、アフガニスタン、ウガン

ダ、チェチェン、コソボ、イラク、シリアなどでの取

材をするようになっても、その姿勢は変わりません

でした。常に明るさと笑顔で、人々に安心感を与え、

豊かな表情と心に秘めた想いを引き出し、佐藤和孝

さんと、多くの感動を呼ぶ写真 

や文章を残してきました。 

山本さんと佐藤さんのモット 

ーは、「前を向いて歩きながら 

考える」（「山本美香という生 

き方」新潮社より）でした。危 

険だから行かないのではなく、 

危険だからこそ取材に行き、そ 

こで何が起こっているかをでき 

るだけ多くの人に知らせ、私たちは何ができるのか

を考える。そして、世界に報道することで、戦争を止

められる（同上）…その考えを表す言葉です。 

残念ながら、彼女は、2012 年 8 月 20 日、取材

中のシリアのアレッポで、銃撃されて亡くなりまし

た。なぜ、そんな危険なところに行ったのかと非難す

る人もいましたが、上記のような考えの彼女にとっ

ては、行かないという選択肢はありませんでした。 

今年は、かつてないような大きな出来事に世界が

揺さぶられました。来年も、何が待っているかはわか

りません。しかし、私たちは、この世界を、地域を、

学校を、そして、自分を、すこしでも良くするために

出来ることを考え、実行していくしかありません。 

今年、松溪中学校で計画された教育活動は、何とか

やり遂げることができました。新たに、乳幼児との

「ふれあい体験」の実施や、学校での生活や学習に壁

を感じている生徒のための「個別対応教室」や「放課

後学習教室」の開設などに取り組んできました。 

来年も、さらに豊かな活動で、すべての生徒に居場

所のある、誰もが目的とやりがいを持って生活でき

る学校を目指して、努力を続けていこうと思います。 

ご心配やご迷惑をかけるようなこともありました

が、教育委員会や地域・保護者の皆様のお力、先生方

の頑張りで、何とか 1 年を乗り越えることができま

した。ご理解とご支援、ご協力、本当にありがとうご

ざいました。 

そして、来年もよろしくお願いいたします。 

 
読みやすい写真絵

本の形の一冊 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 11 月 28 日（月）から 3 日間、生徒会が主催した「赤い羽根共 

同募金」が実施されました。ＪＲＣ部もお手伝いで参加しています。 

寒空の中、登校時に生徒の皆さんの温かい想いを預かりました。 

 集まった金額は 19,728 円。社会福祉法人東京都共同募金会に 

全額寄付させていただきました。ありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナの流行が第８波を迎え、昔の御家人以上にハラハラしてた令和の鎌倉集合。諸事情により４名で行動する班があっ

たり、バスの出発が遅れたりと、山より高く海より深い困難を乗り越え、校外学習がスタートしました。 

 まさかの４５分遅れで鎌倉に到着し、薄日差し込む鶴岡八幡宮から２０通りの班行動へ！川越とは異なり、鎌倉では公共交通

機関を使って移動する班がほとんどでしたが、アナログの地図にスマホも駆使し、バスの遅れにも柔軟に対応しながら、見学地

を巡っていました。街中で出会った班はそれぞれ鎌倉を満喫している様子で、各班が工夫を凝らしたフォトコンテストも楽しみ

です。 

班行動の詳細は一人ひとりに聞くとして、伝統ある寺社仏閣の雰囲気に感動した、急斜面に汗を流して地形を体感した、きれ

いな海に目を奪われた、震えながら抹茶ソフトを食べた、歩きながら交わした何気ない会話…すべてが学びであり、すべてが思

い出となったことでしょう。しかし、校外学習はまだ終わっていません。 

鎌倉で感じたこと、学んだことを胸に、「いざ、メルクマール！」               （2 学年主任：加藤入馬） 

 

12 月 10 日（土）に道徳地区公開講座を実施いたしました。1

学年は「カメラマンの選択」、2 学年は「千葉さんのなやみ～犯罪

を犯した人たちを支援しているけれど…」、3 学年は「日本から世

界へ、そして宇宙へ－インスタントラーメンの誕生―」をテーマに

道徳の授業を実施しました。 

 授業終了後、保護者の皆様方との意見交換会を行い、今後の道徳

授業の参考になるご意見をいろいろといただきました。ご参加いた

だいた保護者の皆様方、ありがとうございました。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 文化庁が推進する令和 4 年度文化芸術による子供育成推進事業として、公益財団 

法人「日本奇術協会」をお招きし、マジックショーを披露していただきました。演 

目は「夢と希望の創造空間 Magic of Magic -compilation-」。 

 2 年生は 11 月にワークショップを経験したことから、この日、代表者がステージ 

デビューを果たし、大いに盛り上がっていました。辻校長先生もマジックを披露。 

保護者の方々も参観していただき、全校生徒が「非日常空間」にしばし、浸っていま 

した。 

 ライブで芸術を鑑賞することで、生徒たちは自然に笑顔になり、何かを発見し、エ 

ネルギーが湧いてくるのです。次年度も「本物」を意識して、各団体を呼びたいと思 

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２年生を主に多くの生徒が参加希望の意思を示してくれ、活気

ある中で練習が行われました。練習も順調に進み、好成績を期待

できると思っていたところ、12 月に入り体調不良者が続出し、

大会にはメンバーがギリギリの状態で臨まなくてはならない状

況となってしまいました。目標は達成できませんでしたが、選手

たちは一丸となり、今いるメンバーで、今できるベストな走りを

してくれました。選手の皆さんの努力を称えたいと思います。 

                  保健体育科 西川・吉野 

【レース結果】男子…24 チーム中 9 位 

女子…24 チーム中 12 位 

 

毎年恒例の図書委員会によるクリスマス

おはなし会、今年は 14 日がクイズと 4 冊

の本の紹介、15 日が「マッチ売りの少女」

の紙芝居とクイズでした。クイズではクリ

スマスの意外な豆知識に盛り上がり、紙芝

居では皆がお話の世界に入り込んでいまし

た。参加者にはクリスマスプレゼントに「し

おりデザインコンクール」のしおりや、貸

し出しプラス 1 冊券が配られました。学校

生活の一時、クリスマスの雰囲気を楽しむ

ことができました。（司書教諭:大内久美子） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 5 年 2 月 18 日（土）14 時から、新入生保護者説明会を 

本校アリーナにて開催いたします。令和 5 年 4 月に松溪中学校に 

入学予定の保護者の方が対象となります。10 月に実施した生徒主 

体の学校説明会とは異なり、1 年間の松溪中の予定や教育課程、生 

活面、進路学習等を各主任より説明させていただきます。標準服の 

採寸は行いませんが、取扱業者をご紹介させていただきます。 

 1 月に入ってから各小学校の 6 年生宛にお知らせを配布いたしま 

すが、事前に説明会出席の予約を取らせていただきます。右のＱＲ 

コードから予約フォームに入ることができます。小学校 6 年生の保 

護者の皆様方、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

１日（日）元旦 
 ２日（月）振替休日 
 ９日（月）成人の日 
１０日（火）始業式（給食開始）、校内書き初め展（１月３１日まで） 
１２日（木）学校保健委員会（13 時 30 分～） 
      都立高校推薦入試出願受付開始 
１３日（金）英語検定 
１４日（土）土曜授業 百人一首大会（１・2 年） 
１６日（月）学びの教室 3 学期開始、学校運営協議会 
１７日（火）避難訓練 
１９日（木）２年移動教室（スキー教室）事前検診 
２０日（金）２年いのちの授業赤ちゃんふれあい体験（2A） 
      漢字検定 
２１日（土）中学生レスキュー隊防災施設見学（代表者） 
      震災救援所訓練（生徒ボランティア） 
      ウィンターコンサート（吹奏楽部） 
２２日（日）すぎなみ朝ベジごはん 2022 表彰式 
２５日（水）２年移動教室（長野県菅平：２７日まで） 
３０日（月）朝礼 
３１日（火）職員会議（6 校時カット） 

 
 
 
 
 
 
 
学校説明会の

QR コードは

こちら。 

 
ソフトテニス部・・・杉並区ソフトテニス部学年別大会 ２学年 ベスト４ 北川夏帆・栗原愛実 

                                       ベスト８ 山嵜日南子・廣田詩 

                                  １学年 優勝   石田心奏・桜井そよ香 

男子バスケットボール部・・・令和 4 年度中学校バスケットボール新人大会 男子の部 第 3 位 

野球部…12 月 11 日（日）早稲田大学硬式野球部と区内中学校野球部の合同練習（於：向陽中学校） 

 

いのちの教育読書感想文コンクール・・・優秀賞 本間悠月（1 年）、宮崎 愛（2 年） 

                         学校代表 3 年 町野 拓己 

 
 
 
 
 
 

 
 
 3学期は 1月 10日（火）から始まりま

す。時間割は以下のようになります。 

8:25～ 朝学活 

 8:30～ アリーナ入場 

 8:50～9:20 3学期始業式 

  

２～４校時は授業 

 

12:40～ 給食 

 13:50～ 下校 

14:00～ 部活動 

 

※持ち物は「学年だより」もしくは「学級

だより」をご覧になって確認をしてくだ

さい。 

 
 
 12月 29日（木）から令和 5年 1月 3日

（火）まで学校閉庁期間になり、松溪中学

校は終日機械警備になります。 

年内は 12 月 28 日（水）まで、年始は

1月 4日（水）から教職員が出勤していま

す。 

 

 

 

 

 

済美教育センター理科班による恒例の「理科出前授業」が

12 月 16 日（金）に実施されました。3 年生が対象で、アリ

ーナにプラネタリウムを再現し、星の観察を行いました。 


